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はいさい！野毛通信

明けましておめでとうございます。

令和7年今年は乙巳(きのと・み）の年を迎えました。

昨年の5月には新型コロナも感染症法の第5類になりましたが、夏には大流行となり、当院も

その対応に追われました。十干十二支の諸説では乙巳は「努力を重ね、物事を安定させてい

く」という意味合いがあるとされています。感染症も流行に備えてワクチン接種をされる方、

日々の健康づくりに気をつけられる方、感染予防をされる方など、それぞれに合った対策を

して頂ければと思います。昨年の流行を見ていますと、やはり高齢者や基礎疾患をお持ちの

方は重症化リスクが高い事がわかります。

さて、今年は、2025年問題と言われる超高齢化社会に突入しますが、人口推計からも雇用

や医療、介護、福祉といったさまざまな分野へ多大な影響を及ぼすことが予想されています。

団塊の世代が75歳以上を迎えることで、総人口1億2257万人のうち、後期高齢者の人口が

2,180万人に達します。後期高齢者が増えれば、介護・医療を必要とする人も増えます。必

要とする人が増えれば、それを担う人も増えなければ成り立ちません。しかし、最も人材が

不足すると予測されているのがサービス業、次いで医療・福祉となっています。医療介護は

人や社会に貢献し、喜んで頂き、やりがいのある仕事です。これから社会に出ていく若者、

そしてまだまだ働ける方々には、これからの社会を支えるためにも介護・医療の人材を担っ

て頂けたらと願って止みません。

数年前から本部町が「感幸の町」になってくれることを夢見ています。「感幸の町」とは

住む人々が幸せを感じながら生涯生活できる町です。そこは安心安全な場所であり、そのた

めには医療、介護、福祉も充実している必要があります。私たちも「感幸の町」を目指して、

良い環境で皆様の健康を守り良質な医療を提供して行きたいと思います。

最後になりましたが、今年も野毛病院一同は皆様が健康で良い年を過ごされるように努め

て行きたいと思います。

今年もよろしく御願い致します。

医療法人 野毛会

もとぶ野毛病院

理事長 出口 宝



医療法人 野毛会

もとぶ野毛病院

総務部長

名渡山 兼忠

年頭のご挨拶

新年あけましておめでとうございます。

新しい年が皆さまにとって健やかで幸せな一年となりますよう、心よりお祈り申し

上げます。旧年中はもとぶ野毛病院への格別のご理解とご協力を賜り、誠にありがと

うございました。

昨年は辰年にあたり、辰が象徴する成長や発展を胸に、私たちもとぶ野毛病院も地

域医療を支える役割を果たすべく職員一丸となって努力を重ね、皆さまのご理解とご

協力により、無事に一年を乗り越えることができました。今年は巳年を迎え、巳が持

つ「知恵」や「再生」の意味を心に刻みながら、変化する医療ニーズに柔軟に対応で

きる体制を構築し、引き続き患者さま一人ひとりに寄り添い、安心して医療を受けて

いただける環境づくりに努めてまいります。また、職員が働きやすい環境の整備にも

力を入れてまいります。

日々の健康や小さな不安も気軽にご相談いただける身近な病院として、皆さまが安

心して過ごせる環境を整えていくことをお約束します。また、予防医療や健康増進に

も力を入れ、地域全体の健康を支える存在でありたいと考えております。

辰から巳へと、力強く成長を続ける流れに乗りながら、今年も皆さまの笑顔を守る

ためもとぶ野毛病院職員一同努めてまいります。本年も変わらぬご支援を賜りますよ

うお願い申し上げるとともに、皆さまのご健康とご多幸を心よりお祈りいたします。

令和６年もとぶ野毛病院

大望年会を行いました

去った12月27日（金）にホテルゆがふいんおきなわにて望年会を行いました。年末近くではありまし

たが、多くの職員の皆様が参加しました。

出口理事長のあいさつで幕を開け、令和６年度の新入職員紹介や北部看護学校推薦合格者の紹

介を行いました。豪華なお料理を堪能しながら、職員同士で歓談しました。また踊りの余興もあり、互

助会主催の抽選会も行われました。豪華な商品が準備され、大変盛り上がりました。忘年会は職員

同士でゆんたくし、職員の皆さんも楽しそうでした！

今年は、院内で色々な行事やイベントができるようになることを祈望します。



あっという間に４週間の地域研修が終了し、沖縄での日々を思い出しながら感慨深い気

持ちに浸っております。今まで来沖したことは何度もあったのですが生活したことは初めて

で、最初は戸惑うことや不安もありましたが、初日に北上する際車窓から虹を見て、なんだ

か大丈夫な気がすると思ったのを昨日のことのように思い出します。

業務では、限られた医療資源の中でいかに患者さんの苦痛を取り除くかを考え、専門分野

を超えて幅広い知識をフル稼働させて患者さんに向き合っていらっしゃり、急性期をこえた

患者さんが慢性期にどのような医療を受けているのかを初めて目の当たりにしました。毎

日海を見ながら回診や病棟業務をし、急性期病院とはまた異なる経験から多くのことを学

ばせていただきました。

また、業務以外では、天候が良くなかったり予定が合わなかったりと休日の外出はそんな

にできなかったですが、終業後においしいご飯を食べに行ったり夜景や星空を見に行った

り花火や卓球をしたりと密度の濃い日々を過ごし、かけがえのない仲間に巡り合えたと思っ

ております。今までにない経験を沢山させていただけたこの日々と仲間は、これからのわた

しの人生にとって忘れることの決してない一生の宝物となりました。

もとぶ野毛病院で感じ学んだ多くのことを糧に、今後も精進して参ります。最後になりまし

たが、指導医の山中先生をはじめお世話になった先生方、スタッフの皆様に心から感謝申

し上げます。短い期間ではありましたが、４週間ありがとうございました。

地域医療地域保健研修が終了しました

横浜栄共済病院
Dr O,A

【研修期間】
2024/11/11～
12/08

金沢大学附属病
Dr K,S

【研修期間】
2024/12/02～
12/27

1ヶ月と短い間でしたが、本当にありがとうございました。私は今まで急性期病院で研修し

てきて、療養型病院はもとぶ野毛病院が初めてでした。発熱一つにしても急性期病院では

CTや血液検査を行うのが一般的でした。療養型病院では経過や本人の状況を総合的に

加味して必要な最小限度の検査のみを行っていました。このように検査や物資が豊富にあ

る急性期病院とそれらが限られている療養型病院の違いを数多く学ぶことができました。

本部に来てから昼はほぼ毎日沖縄そばを食べていました。最初こそ少し違和感のある味

でしたが、今ではそれがなければ頑張れない身体になってしまいました。ちなみにコーレー

グースは大量にかけるのが好きです。沖縄でお気に入りの場所は北谷です。古着屋やお

しゃれなカフェがたくさんあり、外国人もたくさんいてどこか異国にいるような感じがしました。

指導医の恭平先生をはじめ、たくさんの方にお世話になりました。これからも頑張ります。

ありがとうございました。

福井総合病院
Dr M,T

【研修期間】
2024/12/02～
12/27

初めての療養病院研修で入院患者を受け持ち、日々の病棟業務や色々なイベントが起

きた際の対応、気管カニューレ、NGチューブ、尿カテーテル交換など必要でありながらも急

性期病院であまり経験できない手技や管理方法をたくさん学ぶことができました。火曜日夜

仕事終わりのバドミントンでは皆様に温かく迎えていただいたおかげでバドミントンも上

達？し、楽しい時間を過ごすことができました。（クリスマスイブの夜ももちろん同期研修医

とバドミントンをしに行きました。）また、イブの夜にも関わらず循環器の先生にレポート添削

も行ってもらいました、本当にありがとうございました。

研修最終日は私の誕生日で27歳になります。新しい27歳の１日目をもとぶ野毛病院研修

最終日として迎えることに感慨深く感じながら26歳最後の日に感想文を作成しております。

指導医の先生はじめ、看護師や事務の皆さんなど日々の業務で大変お世話になりました、

一か月間ありがとうございました。



【 玄関のオープン時間 】

午前 8：30

午後 13：30

ご来院の際は、マスク着用・消毒

のご協力をお願い致します。

休 診

第2･第4土曜日

日曜日

祝祭日 年末年始

【 診療時間 】

・午前の診察時間

9:00～12:30 （受付8：30～12：00)

・午後の診察時間

14:00～17:30（受付 13：30～17：00）

医療法人 野毛会 もとぶ野毛病院
〒905-0212 沖縄県国頭郡本部町字大浜880-1
TEL：0980-47-3001 FAX：0980-47-3003
URL：https://www.noge.or.jp/

１月の地域医療

地域保健研修医ご紹介

外来・病棟にて

お世話になります。

よろしくお願いします。

沖縄県医師会より

永年勤続表彰を受けました令和６年度永年勤続表彰に当院より１名が表彰さ

れました。経理課：大竹さんが勤続20年となります。

大竹さんは経理課として日々職員のサポートを行っ

ています。これからも、もとぶ野毛病院を支えてい

ただきたいと思います。

１月外来担当医師予定表

【賞状授与の様子】

(大竹さん)

横浜栄共済病院
Dr Y,K

【研修期間】
1/6～2/2

金沢大学附属病
Dr I,R

【研修期間】
1/6～1/31
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